
生徒一人ひとりが、自由でのびのびと、自分に合ったスタイルの学習をして、「生きる力」をはぐくむと

ともに、生徒、保護者、教師の広場である開かれた学校を目指す

生徒が自分自身の人生を力強く歩んで行けるようになるまで応援し続ける

①     生徒一人ひとりが主体となる教育　　　　②     好きなこと得意なことを伸ばす教育

③     人とは違う「個性」を認め合う教育

①     生徒一人ひとりを大切にし、自ら考え学ぶ態度を育てる

②　生徒が将来の目標を持つための「きっかけ」を見つけられる環境づくり

③　地域（社会）、保護者、学校の連携を密にした、開かれた学校づくり

④　多様な生徒の実態に対応できる特色ある教育の充実

①     笑顔で元気よく挨拶できる礼儀正しい人の育成

②     生徒指導の徹底と生活習慣の確立により、自主性と責任感を重んじる態度を養う

③     生徒のみならず、保護者も交流・情報交換できる場としての開かれた学校づくり

④　目標を持たせ、自己実現を図る

評価項目 評価の視点 評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

授業参観が定期的に実施されているか。

保護者からの意見が授業改善に活用されているか。

公開授業を通じて学校の教育方針が伝わっているか。

教員が外部研修や校内研修に積極的に参加しているか。

研修内容が授業に反映されているか。

教科間で指導力向上の共有が行われているか。

生徒アンケートが定期的に実施され、結果が教員に共有されているか。

評価結果に基づいた授業改善が行われているか。

生徒の声が教育活動に反映されているか。

自学自習の時間が定期的に確保されているか。

生徒が主体的に課題に取り組んでいるか。

長期休暇中の課題提出率や学習意欲の向上が見られるか。

評価項目 評価の視点 評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

遅刻や服装などの生活習慣に関する指導が継続的に行われているか。

生徒が自律的に行動する力を育んでいるか。

指導が生徒の自己肯定感につながっているか。

問題行動に対する指導方針が明確で、教職員間で共有されているか。

保護者との連携が適切に行われているか。

未然防止のための体制が機能しているか。

担任・副担任による個別面談が定期的に行われているか。

教職員が生徒の変化に気づき、適切に対応しているか。

生徒との信頼関係が構築されているか。

評価項目 評価の視点 評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

面接・小論文指導が体系的に行われているか。

志望校合格に向けた個別支援が充実しているか。

進学希望者の満足度や成果が向上しているか。

キャリア講座・企業訪問・職場見学などが連動して実施されているか。

就職後のミスマッチを防ぐための支援が行われているか。

学校紹介による内定率が向上しているか。

評価項目 評価の視点 評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

いじめ防止マニュアルが運用されているか。

三者面談や日常的な観察を通じて早期発見・対応が行われているか。

教職員間で情報共有が円滑に行われているか。

人権教育指導計画に基づいた活動が継続的に行われているか。

ホームルーム等での取組が生徒の意識向上につながっているか。

差別や偏見に対する理解が深まっているか。

令和6年度　さくら国際高等学校　学校評議員による関係者評価
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自学自習の推進体制 B

生活習慣の確立支援 B

問題行動の未然防止 A

生徒指導・生活支援

生徒理解と信頼関係の構築 B

進学支援体制 B

進路指導・キャリア教育

人権教育・同和教育

いじめ未然防止の取組 A

人権・同和教育の実施状況 B

就職支援体制 B

内訳

2 3 0 0 0

4 1

教育課程・学習指導の充実

授業公開と保護者参観の実施状況 B

教科指導力向上への取組 A 0 0 0



評価項目 評価の視点 評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

教育相談が定期的に行われているか。

生徒の悩みに対して早期に対応できる体制が整っているか。

資格（検定）取得に向けた支援が体系的に行われているか。

生徒の挑戦意欲を引き出す工夫があるか。

取得実績が進路選択に活かされているか。

生徒の希望に応じた大会参加支援が行われているか。

指導体制が整っており、成果につながっているか。

生徒の自主性が尊重されているか。

生徒が人との関わりを通じて自信を持てるような活動が提供されているか。

交流の機会が多様で、参加しやすい工夫があるか。

評価項目 評価の視点 評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

SNSやホームページを活用して教育活動の情報が積極的に発信されているか。

内容が魅力的で、学校の特色が伝わっているか。

地域の保育園・自治体・支援センター等との連携が継続的に行われているか。

地域貢献や異年齢交流の機会が教育活動に組み込まれているか。

保護者会・三者面談が定期的に行われているか。

家庭との連携が生徒支援に活かされているか。

保護者の声が学校運営に反映されているか。

評価項目 評価の視点 評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

自転車安全講習が全生徒対象で実施されているか。

交通ルールの理解と安全意識の定着が図られているか。

火災・地震等の避難訓練が計画的に実施されているか。

生徒が安全に避難できる知識と行動力を身につけているか。

保健指導が定期的に行われているか。

生徒の健康意識が向上しているか。

相談体制が整っているか。

環境衛生検査が定期的に実施されているか。

結果に基づいた改善が行われているか。

安全な学習環境が維持されているか。

常駐カウンセラーが機能しており、生徒・保護者の相談に対応できているか。

教職員との連携が円滑に行われているか。

まとめ

・令和6年度のさくら国際高等学校の教育活動は、学校理念に基づき安定した運営と着実な成果が見られた。

・教科指導力の向上や問題行動の未然防止、人間関係支援、カウンセリング体制など、教育現場の取組は高く評価できる。

・教育相談や進路支援、地域連携、保健・安全管理もおおむね良好で、生徒一人ひとりに寄り添う支援体制が整いつつある。

・保護者や地域との協働も進み、学校の特色ある教育活動の発信力も高まっている。

・今後は、これまでの成果を礎に、さらなる質の向上と継続的な改善を期待している。

・学校関係者として、現在の取組を評価するとともに、今後の一層の努力と創意工夫に心より期待している。
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交通安全教育

異文化理解や語学力の向上に寄与しているか。
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